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1．大人救急電

話「＃7119」に

ついて 

 

 

 

 

 

 

2．定員適正化 

について 

「＃８０００」小児救急電話相談は全国的にも普及し

ておりますが、「＃７１１９」は沖縄県では導入されて

おりません。全国的にも 50％未満の普及率しかないの

が現状です。この「＃７１１９」救急安心センターの

救命救急システムを導入活用すれば、初期対応が可能

となり１１９番通報（救急要請）の抑制にも繋がる事

が期待されます。当組合の考えと沖縄県の導入につい

ての情報等があればお聞かせください。 

 

  

当組合は昨年 6 月に「島尻消防組合定員適正化計画」

※（令和元年度～令和４年度）を作成し、定員適正化

人員確保に向け取り組んでいる最中だと認識します

が、目標達成には構成市町の協力無くしては不可能で

あります。 

 右肩上がりで人口増が続いている両市・町の首長と

して正・副管理者の所見を伺います。 
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1．職員と議員 

の意見交換会( 

定期開催）につ

いて 

 

 

昨年 11月の人事委員会審判を受け、管理者から「第三

者委員会設置」を指示され、現在は委員の人選にあた

っているとの説明を受けました。ただ、第三者委員会

は常設でもなく、問題が起こった場合の調査が主な目

的。新聞には、「縦社会」「消防組合」という構造の特

徴も自浄作用を妨げたとの指摘を受けました。今後、

同様な事が起こらないような仕組み、対策づくりは必

須であり、それがなければ何も学べず仕舞いとの評価

は免れません。また、今回の件では議会としての役目

を果たせているとは言えず、私たち議員もまた反省し、

共に行動を起こす必要があると思っています。 

そこで、普段直接交流する事のない若手の現場職員と

議員との意見交換会を定期化し、組織が抱える様々な

課題について共有する機会を早急に作ることを提案し 
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2．議会議事録

のホームページ

公開について 

 

 

 

ます。 

 本提案について、管理者、副管理者、消防長のご所見 

を伺いたい。 

 

 

市民、町民の知る権利として、消防議会議事録の積極

的開示は当然求められる事です。現在、ホームページ

上で公開していない理由と、今後公開する予定がある

のかについて伺います。 
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1．焼却炉につ

いて 

 

 

 

 

 

 

2．隊員（職員）

数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八重瀬町内の家電回収業者で火事が有りました。島尻

消防組合消防隊員の対応で惨事にならず、鎮火をした

と聞きました。当該事業者には、焼却炉があり、役場

の許可を得ずに、焼却をしていたことを聞きました。 

一般事業者が焼却施設を設置する際の、申請方法と当

組合の関りを伺う。 

 

 

八重瀬町と南城市共に世帯数、人口と増加をしており

ます。増加することで当消防組合の出動も増加してい

ると思います。 

当組合隊員（職員）数は、十分か伺う。 
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1．新型コロナ

ウイルスと救急

活動に伴う救急

隊の安全確保に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．議案第 2 号

について 

 

 

 

 

 

 

 

3．議案第 4 号

について 

 

中国で新型コロナウイルスが発生し、現在、日本国内

でも感染者が増加しています。救急活動の最前線での

隊員の安全確保について伺います。 

 

①保健所との連携について伺います。 

 

②無症状病原体保有者の救急活動はどのように行うの

か。 

 

③救急活動の防護服について 

 

④クルーズ船の救急活動において隊員が感染したがそ

の原因について 

 

⑤沖縄でも今後感染者が急増するものと思われるが、

次年度予算に反映しているか。 

 

 

次年度より会計年度任用職員が制度化されることによ

り、議案第 2 号の条例を改正し嘱託職員が削除されま

す。以下について伺います。 

 

①嘱託職員が会計年度任用職員に変更なるのか。 

 

②新年度予算（P22）の報酬について、会計年度任用職

員の報酬額の根拠について。 

 

 

①3款 1項 1目 3節職員手当の 1640万円減について。 

 

②3款 1項 1目 12節役務費の約 150万円減について。 
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